
dF-m1断層の確認データ

〔本編資料2.2.1章に関する基礎データ〕

• ボーリングの地質柱状図及びコア写真（７孔）（P.2-42～P.2-48参照）

• 断層の方向性（IT-66-e孔ボアホールテレビューア画像）（P.2-49参照）

2.5 dF-m1断層の確認データ(1/9)
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資料１－２ P.2-39 再掲



2.5 dF-m1断層の確認データ(2/9)

228.48ｍ
dF-m1断層

S-501孔

S-501孔 地質柱状図（深度210ｍ～240ｍ）

S-501孔 コア写真（深度225ｍ～235ｍ）

• S-501孔の深度228.48ｍにおいて，大間層の酸性凝灰岩と軽石
凝灰岩との境界にdF-m1断層を確認した。

• 断層面は明瞭で，粘土質物質を含む破砕部から成り，破砕幅
は約70ｃｍ＊である。

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合
机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度228.48ｍに記載している「断層（dF-ａ）」につ
いては，本編資料等ではdF-m1断層に該当する。

＊： 酸性凝灰岩と軽石凝灰岩の接する
部分では，破砕部は厚い傾向がある。
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207.68ｍ
dF-m1断層

S-601孔

S-601孔 地質柱状図（深度180ｍ～210ｍ）

S-601孔 コア写真（深度200ｍ～210ｍ）

• S-601孔の深度207.68ｍにおいて，大間層の軽石凝灰岩とシルト
岩との境界にdF-m1断層を確認した。

• 断層面は明瞭で，粘土質物質を含む破砕部から成り，破砕幅は
約４ｃｍ＊である。

2.5 dF-m1断層の確認データ(3/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度207.68ｍに記載している「断層（dF-ａ）」については，本編資料
等ではdF-m1断層に該当する。

＊： シルト岩と軽石凝灰岩の
接する部分では，破砕部
は薄い傾向がある。
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161.91ｍ
dF-m1断層

S-602孔

S-602孔 地質柱状図（深度150m～180m）

S-602孔 コア写真（深度155m～165m）

• S-602孔の深度161.91ｍにおいて，大間層のシルト岩中にdF-m1断層を
確認した。

• 断層面は明瞭で，粘土質物質を含む破砕部から成り，破砕幅は約１ｃｍ
～約２ｃｍ＊である。

2.5 dF-m1断層の確認データ(4/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度161.91ｍに記載している「断層（dF-ａ）」については，本編資料
等ではdF-m1断層に該当する。

＊： シルト岩中では，断層面は密
着し破砕部は認められない又
は破砕部は薄い傾向がある。
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S-617孔

37.10ｍ
dF-m1断層

S-617孔 地質柱状図（深度30ｍ～60ｍ）

S-617孔 コア写真（深度30ｍ～40ｍ）

• S-617孔の深度37.10ｍにおいて，大間層のシルト岩中にdF-
m1断層を確認した。

• 断層面は明瞭で，密着し，破砕部は認められない＊。

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度37.10ｍに記載している「断層（dF-ａ）」については，本編資料等
ではdF-m1断層に該当する。

2.5 dF-m1断層の確認データ(5/9)

＊： シルト岩中では，断層面は密
着し破砕部は認められない又
は破砕部は薄い傾向がある。
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S-624孔

89.78ｍ
dF-m1断層

S-624孔 地質柱状図（深度60ｍ～90ｍ）

S-624孔 コア写真（深度80ｍ～90ｍ）

• S-624孔の深度89.78ｍにおいて，易国間層の粗粒凝灰岩中に
dF-m1断層を確認した。

• 断層面は明瞭で，開口し，破砕部は認められない＊ 。

2.5 dF-m1断層の確認データ(6/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度89.78ｍに記載している「断層（dF-ａ）」については，本編資料等
ではdF-m1断層に該当する。

＊： 粗粒凝灰岩中では，破
砕部は認められない又
は薄い傾向がある。
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S-702孔

63.88ｍ
dF-m1断層

S-702孔 地質柱状図（深度60ｍ～90ｍ）

S-702孔 コア写真（深度60ｍ～70ｍ）

• S-702孔の深度63.88ｍにおいて，大間層のシルト岩中にdF-m1
断層を確認した。

• 断層面は明瞭で，密着し，破砕部は認められない＊。

2.5 dF-m1断層の確認データ(7/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度63.88ｍに記載している「断層（dF-ａ）」については，本編資料
等ではdF-m1断層に該当する。

＊： シルト岩中では，断層面は密
着し破砕部は認められない又
は破砕部は薄い傾向がある。
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IT-66-e孔

315.63ｍ
dF-m1断層

IT-66-e孔 地質柱状図（深度300ｍ～330ｍ）

IT-66-e孔 コア写真（深度312ｍ～323ｍ）

• IT-66-e孔の深度315.63ｍにおいて，大間層の酸性凝灰岩とシルト岩と
の境界にdF-m1断層を確認した。

• 断層面は明瞭で，破砕幅は約66ｃｍ＊である 。

2.5 dF-m1断層の確認データ(8/9)

注１） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

注２） 柱状図記事欄の深度315.63ｍに記載している「dF-ａ断層」については，本編資料等
ではdF-m1断層に該当する。

＊： 酸性凝灰岩とシルト岩の
接する部分では，破砕部
は厚い傾向がある。
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断層破砕部314.71m 315.86m

315.63ｍ dF-m1断層

コア画像

IT-66-e孔：dF-m1断層の方向性(ボアホールテレビューア画像)

注） 本孔の全区間の地質柱状図及びコア写真は，第893回審査会合机上配布資料参照。

ボアホールテレビューア画像

• コア観察から314.71ｍ～315.86ｍの破砕部は一連の断層破砕部であり，近傍のボーリングデータとの検討からdF-m1断層と判断される。

• 断層の方向性はボアホールテレビューアから破砕部上端のN41°E，58°Sで代表されると判断される。

2.5 dF-m1断層の確認データ(9/9)

314m 315m 316m
N41°E, 58°S
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dF断層系の活動性評価

〔本編資料2.2.2章に関する基礎データ〕

• dF断層系と大畑層基底面との関係（P.2-51～P.2-66参照）

2.6 dF断層系の活動性評価（1/17）
2-50第893回審査会合

資料１－２ P.2-48 再掲



dF断層系と大畑層基底面との関係（敷地北側の断面上のボーリング）

敷地北側の２つの断面（x1-x1’，x2-x2’）上のボーリングにおいて，dF断層系を不整合に覆う大
畑層の基底面付近を調査した。

2.6 dF断層系の活動性評価（2/17）

易国間層上部層

Iℓ-mℓv

x1 x1’

ボーリング位置図（T.P.-14m水平断面図)

原子炉建屋設置位置
P-4孔

R-904孔

RR-307孔

P-3孔

P-1孔

RR-218孔

R-604孔

P-2孔 P-5孔

RR-217孔

RR-304孔

R-304孔

RR-107孔

RR-306孔

RR-103孔

cf       断 層 系
（点線は端部があると考えられる区間）

dF 断 層 系

（点線は端部があると考えられる区間）

Iu-ℓℓtf
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P-1孔（9ｍ～15ｍ区間）

• x1-x1’断面上のP-１孔では，深度11.25ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層

コア写真区間

凡例

易国間層
（暗灰色火山礫凝灰岩）

P-1孔

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（1/8）：P-１孔

2.6 dF断層系の活動性評価（3/17）

大畑層基底面
（11.25ｍ）

易国間層
（暗灰色火山礫凝灰岩）

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

x1
|

x1’
| NS

2-52

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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RR-218孔（15ｍ～24ｍ区間）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状）)

RR-218孔

大畑層
（鮮新世）

大畑層

2.6 dF断層系の活動性評価（4/17）

• x1-x1’断面上のRR-218孔では，深度18.66ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（18.66ｍ）

コア写真区間

凡例

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状）風化部)

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（2/8）：RR-218孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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R-604孔（15ｍ～21ｍ区間）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状））

R-604孔

大畑層
（鮮新世）

大畑層

2.6 dF断層系の活動性評価（5/17）

• x1-x1’断面上のR-604孔では，深度18.46ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（18.46ｍ）

コア写真区間

凡例

易国間層
（暗灰色火山礫凝灰岩）

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（3/8）：R-604孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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P-２孔（21ｍ～27ｍ区間）

大畑層
（鮮新世）

大畑層

P-２孔

2.6 dF断層系の活動性評価（6/17）

• x1-x1’断面上のP-２孔では，深度25.97ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（25.97ｍ）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状））

コア写真区間

凡例
地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（4/8）：P-２孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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P-３孔（37ｍ～43ｍ区間）

大間層
（シルト岩）

大畑層
（鮮新世）

大畑層

P-３孔

2.6 dF断層系の活動性評価（7/17）

大畑層基底面
（40.61ｍ）

大間層
（シルト岩風化部）

コア写真区間

凡例

• x1-x1’断面上のP-３孔では，深度40.61ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（5/8）：P-３孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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P-４孔（48ｍ～55ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）

P-４孔

大畑層
（鮮新世）

2.6 dF断層系の活動性評価（8/17）

大畑層基底面
（52.00ｍ）

コア写真区間

凡例

大間層
（酸性凝灰岩）

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

• x1-x1’断面上のP-４孔では，深度52.00ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（6/8）：P-４孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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P-５孔（60ｍ～66ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）

P-５孔

大畑層
（鮮新世）

2.6 dF断層系の活動性評価（9/17）

• x1-x1’断面上のP-５孔では，深度63.22ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（63.22ｍ）

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

x1
|

x1’
|S N

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（7/8）：P-５孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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RR-217孔（72ｍ～80ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大間層
（シルト岩）

RR-217孔

dF-a

大畑層
（鮮新世）

大畑層

2.6 dF断層系の活動性評価（10/17）

大畑層基底面
（76.97ｍ）

• x1-x1’断面上のRR-217孔では，深度76.97ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x1-x1’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x1-x1’）

S
N

x1
|

x1’
|

dF断層系と大畑層基底面との関係（x1-x1’断面）（8/8）：RR-217孔
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注） 凡例は本編資料P.2-20参照。
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RR-304孔（９ｍ～15ｍ区間）

易国間層
（安山岩溶岩（角礫状）風化部）

大畑層

易国間層
(暗灰色火山礫凝灰岩）

2.6 dF断層系の活動性評価（11/17）

• x2-x2’断面上のRR-304孔では，深度10.52ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（10.52ｍ）

コア写真区間

凡例

大畑層
（鮮新世）

RR-304孔

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

N

x2
|

x2’
|S

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（1/7）：RR-304孔

2-60

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

第893回審査会合
資料１－２ P.2-58 再掲



R-304孔（25ｍ～30ｍ区間）

易国間層
（シルト岩）

大畑層

易国間層
(暗灰色火山礫凝灰岩)

2.6 dF断層系の活動性評価（12/17）

• x2-x2’断面上のR-304孔では，深度25.50ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の易国間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（25.50ｍ）

コア写真区間

凡例

易国間層
(安山岩溶岩（角礫状）)

R-304孔x2
|

x2’
| NS

大畑層
（鮮新世）

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（2/7）：R-304孔

2-61

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

第893回審査会合
資料１－２ P.2-59 再掲



RR-107孔（24ｍ～30ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）大畑層

大間層
（シルト岩）

RR-107孔

2.6 dF断層系の活動性評価（13/17）

• x2-x2’断面上のRR-107孔では，深度28.71ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（28.71ｍ）

コア写真区間

凡例
地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（3/7）：RR-107孔

2-62

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

第893回審査会合
資料１－２ P.2-60 再掲



RR-306孔（27ｍ～33ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）

2.6 dF断層系の活動性評価（14/17）

• x2-x2’断面上のRR-306孔では，深度29.48ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（29.48ｍ）

コア写真区間

凡例

RR-306孔x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（4/7）：RR-306孔

2-63

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

第893回審査会合
資料１－２ P.2-61 再掲



RR-307孔（33ｍ～39ｍ区間）

大間層
（シルト岩風化部）

大畑層

大間層
（シルト岩）

2.6 dF断層系の活動性評価（15/17）

大畑層基底面
（35.80ｍ）

コア写真区間

凡例

• x2-x2’断面上のRR-307孔では，深度35.80ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

RR-307孔

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（5/7）：RR-307孔

2-64

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

第893回審査会合
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R-904孔（36ｍ～42ｍ区間）

大間層
（酸性凝灰岩風化部）

大畑層

大間層
（軽石凝灰岩）

2.6 dF断層系の活動性評価（16/17）

大畑層基底面
（39.18ｍ）

コア写真区間

凡例

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

• x2-x2’断面上のR-904孔では，深度39.18ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

R-904孔
x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（6/7）：R-904孔

大間層
（軽石凝灰岩風化部）

2-65

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

第893回審査会合
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RR-103孔（60ｍ～66ｍ区間）

大間層
（酸性凝灰岩風化部）

大畑層

大間層
（酸性凝灰岩）

2.6 dF断層系の活動性評価（17/17）

• x2-x2’断面上のRR-103孔では，深度61.35ｍに大畑層の基底面が認められる。
• 大畑層は下位の大間層を不整合に覆って分布する。
• x2-x2’断面上のボーリング結果から，大畑層の基底面に断層を示唆する南側落下の形状は認められない。

大畑層基底面
（61.35ｍ）

コア写真区間

凡例

注） 凡例は本編資料P.2-20参照。

地質鉛直断面図（南北方向 x2-x2’）

RR-103孔

x2
|

x2’
|S N

大畑層
（鮮新世）

dF断層系と大畑層基底面との関係（x2-x2’断面）（7/7）：RR-103孔

2-66第893回審査会合
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